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英語名：Aplastic anemia 
同義語：汎血球減少症 

  

 

Ａ．患者の皆様へ 

 
ここでご紹介している副作用は、まれなもので、必ず起こるというものではありません。

ただ、副作用は気づかずに放置していると重くなり健康に影響を及ぼすことがあるので、

早めに「気づいて」対処することが大切です。そこで、より安全な治療を行う上でも、本

マニュアルを参考に、患者さんご自身、またはご家族に副作用の黄色信号として「副作用

の初期症状」があることを知っていただき、気づいたら医師あるいは薬剤師に連絡してく

ださい。 

 

骨髄
こつずい

で血液が造られないために、血液中のすべての血球が減って

しまうことで起きる「再生
さいせい

不良性
ふりょうせい

貧血
ひんけつ

」は、医薬品によって引き起

こされることもあります。何らかのお薬を服用していて、次のよう

な症状がみられた場合には、放置せずに、ただちに医師・薬剤師に

連絡してください。 

 

「あおあざができやすい」、「歯ぐきや鼻の粘膜からの出血」、「発

熱」、「のどの痛み」、「皮膚や粘膜があおじろくみえる」、「疲労感」、

「どうき」、「息切れ」、「気分が悪くなりくらっとする」、「血尿」 
 

 

 

再生不良性貧血 
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１． 再生
さいせい

不良性
ふりょうせい

貧血
ひんけつ

とは？ 

再生不良性貧血とは、骨髄で血液が造られないために血液中の

赤血球、白血球、血小板のすべての血球が減ってしまう病気です。

骨髄とは、骨の中にあるスポンジ状の部分で、血球が産生される

場所です。 

3 種類のすべての血球が減る（汎
はん

血球
けっきゅう

減少
げんしょう

）ことにより、さ

まざまな症状が出現します。赤血球、白血球、血小板のそれぞれ

の血球の減少時期が異なる場合もあり、とくに血小板減少のみが

先行して血小板減少性紫斑病
しはんびょう

と診断された後に、貧血や白血球減

少が出現してはじめて、再生不良性貧血と診断されることもあり

ます。 

貧血の症状としては、「皮膚や粘膜があおじろくみえる」ほか、

進行すると「疲労感」や「どうき」、「息切れ」などを訴えるよう

になります。貧血の進行がゆっくりな場合には、症状がみられな

いこともあります。 

なかでも、血小板が少ないと皮膚に青あざができやすくなり、

歯ぐきや鼻の粘膜からの出血がみられることがあるので注意が必

要です。好中球が減少すると、敗血症や肺炎といった重症な感染

症にかかりやすくなります。とくに好中球 500/μL以下では、その

傾向が高くなります。 

医薬品の薬理作用として骨髄抑制をおこしうる抗がん剤では、

血球減少が予測できますが、ある種の抗生物質や解熱
げ ね つ

消炎
しょうえん

鎮痛
ちんつう

薬
やく

、

抗てんかん薬などによっても汎血球減少をおこすことがあります。
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頻度の差はあるものの、基本的には多くの医薬品が再生不良性貧

血の原因となりうると考えなくてはなりません。 

医薬品投与中に発症することが大部分ですが、なかには服用中

止後に発症した症例も報告されています。 

なお、再生不良性貧血はほとんどの場合、原因が不明であり、

このような場合は、「特発性再生不良性貧血」とよばれています。

小児においては、特殊な型としてファンコニー貧血のように遺伝

性のものもありますが、その頻度は高くありません。また、原子

力発電所の事故で大量に放射線をあびた場合や、ウイルス性肝炎

のようなある種の感染症のあとにみられることもあります。 

 

２．早期発見と早期対応のポイント 
「あおあざができやすい」、「歯ぐきや鼻の粘膜からの出血」、

「発熱」、「のどの痛み」、「皮膚や粘膜があおじろくみえる」、「疲

労感」、「どうき・息切れ」、「気分が悪くなりくらっとする」、「血

尿」といった症状が見られた場合で医薬品を服用している場合に

は、放置せずに、ただちに医師・薬剤師に連絡してください。た

だちに医療機関を受診し、診察や血液検査を受けることが勧めら

れます。 

再生不良性貧血の診断には、骨髄での血液産生の有無を調べる

ため、骨髄検査が必須です。 

再生不良性貧血には、先に述べたように医薬品に起因する他、

様々な原因があります。再生不良性貧血と診断された場合には、

使用中の医薬品のみならず、最近 1 年間に使用した医薬品につい

て、医薬品名、使用量、使用期間について担当医師に伝えること
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が大切です。 

 

 

 

 

※ 医薬品の販売名、添付文書の内容等を知りたい時は、このホームページにリンクし

ている独立行政法人医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品 情報検索」から確認するこ

とができます。 

https://www.pmda.go.jp/PmdaSearch/iyakuSearch/ 

 

※ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく公的制度として、医薬品を適正に

使用したにもかかわらず発生した副作用により入院治療が必要な程度の疾病等の健康被害

について、医療費、医療手当、障害年金、遺族年金などの救済給付が行われる医薬品副作

用被害救済制度があります。 

（お問い合わせ先） 

独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 救済制度相談窓口 

https://www.pmda.go.jp/kenkouhigai_camp/index.html 

※電話：0120－149－931（フリーダイヤル）[月～金] 9 時～17 時（祝日・年末年始を除

く） 

 


